
卵
巣
の
働
き
が

女
性
ホ
ル
モ
ン
に
影
響

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
卵
巣
は
、
ホ

ル
モ
ン
が
大
き
く
影
響
す
る
女
性
の
体
に

と
っ
て
最
も
大
切
な
臓
器
の
ひ
と
つ
で
す
。

卵
巣
の
働
き
に
異
常
を
き
た
す
と
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
が
不
足
し
た
り
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
し
て
、
無
月
経
や
月
経
不
順
を
引

き
起
こ
す
だ
け
で
は
な
く
、女
性
の
体
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
卵
巣
機
能
の
低
下

に
は
様
々
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ス

ト
レ
ス
や
体
重
の
増
減
が 

き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卵
巣
が
き
ち
ん
と
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
月

経
や
排
卵
で
す
。
た
だ
し
月
経
の
よ
う
な
出

血
が
あ
っ
て
も
、
排
卵
を
伴
っ
て
い
な
い
出

血
（
無
排
卵
性
月
経
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
基
礎
体
温
表
を
つ
け
て
み
る
と
排
卵

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
目
安
に
な
り
ま
す
し
、

ご
自
分
の
月
経
周
期
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
月
経
周
期
が
39
日
以
上
に
延
び
る
こ
と
を

稀
発
月
経
と
い
い
ま
す
が
、
内
分
泌
疾
患
を

は
じ
め
、
肝
機
能
異
常
、
膠
原
病
な
ど
の
全

身
性
疾
患
を
発
症
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
逆
に
24
日
以
内
に
次
の
月
経
が
始
ま

る
こ
と
を
頻
発
月
経
と
い
い
ま
す
。
無
排
卵

で
あ
っ
た
り
、
子
宮
体
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん

に
よ
る
不
正
出
血
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
月
経
血
量
が
多
く
、レ
バ
ー

状
の
塊
が
混
じ
る
場
合
は
、子
宮
の
病
気
（
子

宮
筋
腫
、
子
宮
腺
筋
症
、
子
宮
が
ん
な
ど
）

が
原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
月
経
の
直
前
、
も
し
く
は
月
経
時
に
下
腹

部
痛
、
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
を
伴
い
、

そ
れ
ら
が
日
常
生
活
に
影
響
を
す
る
よ
う
な

場
合
を
月
経
困
難
症
と
言
い
ま
す
。
子
宮
筋

腫
や
子
宮
内
膜
症
と
い
っ
た
疾
患
が
あ
る
器

質
性
月
経
困
難
症
と
疾
患
の
な
い
機
能
性
月

経
困
難
症
の
2
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

月
経
の
異
常
を
軽
視
せ
ず
、
お
か
し
い
な
と

感
じ
た
ら
婦
人
科
を
受
診
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

月
経
の
異
常
は

病
気
の
サ
イ
ン
か
も
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vo l .4   女性ホルモンや月経と上手に付き合おう

一人でも多くの女性が子宮頸がんを
はじめとした婦人科系疾病にくじか
れず、思い描いた人生を歩んでほし
いという願いのもと、年間を通して
女性の健康を啓発・応援していく
キャンペーンです。

わたしのキャンバス
プロジェクトとは？

特
別
協
賛

ぎふ子宮頸がん予防啓発キャンペーン

　女性ホルモンは分泌量の変化によって月経周期をコントロールし、イキイキとした生活をサポートする役
割を担っています。その一方、ごくわずかな量で作用するため、加齢や生活習慣などちょっとしたことでバ
ランスが乱れ、さまざまな身体の不調につながることもあります。女性の毎日に大きな影響を及ぼす女性
ホルモンや月経。これらと上手く付き合っていくためのアドバイスを専門家の皆さまからいただきました。

　女性ホルモンは「エストロゲン（卵胞ホルモン）」と「プロゲステロン（黄体ホルモン）」の
2種類に分けられ、月経周期によって分泌量が変化します。中でもエストロゲンはライフス
テージによって分泌量が変化し、変化に伴って起こりやすい女性特有の病気があります。

中西ウィメンズクリニック

中西 義人 院長

女性のライフステージとホルモン分泌量の変化

平成調剤薬局福光店
店長  岸邉 美紀子

生理トラブルに悩んだら
専門家に相談を

　まだ安定したホルモン分泌が確立されてい
ない時期なので、生理トラブルに悩まされる人
も多いと思います。規則正しい食生活や適度
な運動、身体を温めるなどでバランス改善を
試みても学校や仕事に行くのが辛い場合は、
鎮痛剤やホルモン剤、漢方薬の助けを借りて、
毎日を楽しく快適に過ごすことができます。生
理痛で悩んでいる方は、一度婦人科や薬局で
相談してみることをお勧めします。生理期間の
憂鬱から解放されますよ。

操健康クリニック
非常勤婦人科医師  堀 昌志

子宮の病気を予防し
悪化させないことが肝要

　月経困難症は月経期間中に起こる下腹部痛
等の症状の事で、その多くが初経後2～3年よ
り始まり、婦人科診察にて稀に子宮奇形や、内
膜症、子宮腺筋症、子宮筋腫などの疾患が原因
と判明する場合があります。これらの疾病は
不妊症の原因にもなるため、近い将来に妊娠・
出産を控えている年代の女性は、悪化を防ぐ
事が重要です。また、最近、機能性月経困難症
の方は内膜症を発症するリスクが高いと言わ
れています。症状が重い場合は一度婦人科診
察を受ける事をお勧めします。

ピノキオ薬局文殊店
鈴木 成実

身体・環境の変化が
訪れたら体調を整えて

　多くの女性が妊娠、出産、育児、キャリアアッ
プなど人生における重要なイベントを迎える
時期です。と同時に、様々なストレスや身体の
変化に見舞われます。女性が約40年近く付き
合う「月経」は、脳や子宮が各種ホルモンの量
やタイミングを計って行う、大変繊細なもので
す。30代の身体、環境の変化はその繊細なホ
ルモンバランスに少なからず影響を及ぼしま
す。人によって感じる症状、違和感は千差万別
です。体調の変化に不安を感じるときは、ぜ
ひ、お近くの薬局へ気軽にご相談ください。

岩砂病院・岩砂マタニティ
婦人科医  橋山 稔子

閉経に伴う症状は
正常な変化、心身の健康に

気を付けよう

　女性は45～55歳頃に閉経しますが「閉経の診
断は12ヵ月以上無月経となって初めて可能（産婦
人科用語集）」です。40代になると閉経まで女性ホ
ルモン量が徐々に変化して、量や日数がいつもの
月経とは異なる不正出血が起きたり、周期不順に
なることがあります。これはすべての女性に平等で
健康で正常な変化です。ただし閉経前後には高血
圧や骨粗鬆症が見つかったり、更年期症状と呼ば
れる多彩な不快症状を呈する事もあります。ドック
や検診も利用して心身の健康を心掛けましょう。

女
性
ホ
ル
モ
ン
分
泌
量 （
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
量
）

高い

低い

卵
子
の
数 （
出
生
時
2
0
0
万
個
）

50万個

20～30万個

10万個

8～9歳ごろになると、卵
巣でエストロゲンを分泌
するようになります。成長
とともに分泌が盛んにな
り、女性らしい丸みのある
体つきになり、14歳ごろま
でに生理が始まります。

思春期

20歳ごろには、エストロ
ゲンの分泌量が安定しま
す。性機能が成熟し、卵
巣機能も高まって、妊娠・
出産の準備が整います。

性成熟期
30代後半からエストロ
ゲンの分泌量は急激に減
少します。更年期は、50
歳前後に訪れる「閉経」
を挟む10年間のことを指
します。

更年期
閉経を迎えると卵巣から
エストロゲンの分泌が無く
なります。身体を守ってい
た働きが弱まり、生活習慣
病への注意が必要になり
ます。

老年期

10代へのアドバイス！ 20代へのアドバイス！ 30代へのアドバイス！ 40代へのアドバイス！

10歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳


